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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）を処理するための方法であって、
　－　羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）を提供するステップであって、前記羽
毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）が、
　　－　大腿骨（６）およびサイ肉（５）を少なくとも備えるサイ（３）であって、前記
大腿骨（６）が膝側の端（７）および臀部側の端（８）を有する、サイ（３）と、
　　－　脛骨（１２）およびドラムスティック肉（１１）を少なくとも備えるドラムステ
ィック（２）であって、前記脛骨（１２）が膝側の端（１３）および足根関節側の端（１
４）を有する、ドラムスティック（２）と、
　　－　膝頭（２３）、前記膝頭（２３）における膝肉（２２）、および、前記サイ（３
）と前記ドラムスティック（２）との間の連結部（１５）を少なくとも備える膝関節（４
）と、
　を備え、
　　前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）が、前記膝頭（２３）が位置付けら
れる側である前側（１６）と、前記前側（１６）の反対の側である後側（１７）とを有す
る、ステップと、
　－　前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）を家禽製品コンベヤ（２５＊）に
配置するステップであって、前記家禽製品コンベヤ（２５＊）が、
　　－　走路（２６）、および、
　　－　前記走路（２６）の方向で互いから離間されると共に前記走路（２６）に沿って
移動可能である複数の家禽製品搬送器具（２５）であって、前記羽毛取除されたホールレ
ッグ家禽製品（１）が前記家禽製品搬送器具から垂れ下がって搬送されるように、少なく
とも１つの羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）を、前記足根関節側の端（１４）
において、または、前記足根関節側の端（１４）に隣接して保持するように各々適合され
る、複数の家禽製品搬送器具（２５）
　を備える、ステップと、
　－　前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）を、前記走路（２６）に沿って、
搬送の方向（ＤＣ）において搬送するステップであって、前記羽毛取除されたホールレッ
グ家禽製品（１）がそれが配置される前記家禽製品搬送器具から吊り下げられており、前
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記走路（２６）に沿って、膝カッター装置（１３０）、大腿骨除去装置（１３０）、およ
びサイ肉および膝肉刈取装置（９０）が配置される、ステップと、
　－　前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）が前記家禽製品搬送器具から吊り
下げられている間、前記膝カッター装置（１３０）を用いて前記膝関節（４）において横
方向切込（１８）を入れるステップであって、前記横方向切込（１８）が、前記羽毛取除
されたホールレッグ家禽製品（１）の前記後側（１７）から前記膝頭（２３）に向かって
入れられ、前記横方向切込（１８）が、前記大腿骨（６）および前記脛骨（１２）に対し
て横断する方向に概して延び、前記横方向切込（１８）は、前記サイ（３）および前記ド
ラムスティック（２）が互いにつながれたままであり且つ前記膝頭（２３）が完全なまま
であるように、前記膝頭（２３）の前記後側に隣接して位置付けられる切込端（１９）を
有し、前記横方向切込（１８）によって、ドラムスティック側切込面（２０）とサイ側切
込面（２１）とが作り出される、ステップと、
　－　前記サイ肉（５）と前記ドラムスティック（２）とを互いにつなげて維持する間、
前記大腿骨除去装置（１３０）を用いることで、前記膝関節（４）における前記横方向切
込（１８）の前記サイ側切込面（２１）を介して前記サイ肉（５）から前記大腿骨（６）
を除去するステップと、
　－　前記サイ肉（５）と前記ドラムスティック（２）とを互いにつなげて維持する一方
、前記サイ肉および膝肉刈取装置（９０）を用いることで、前記膝肉（２２）と前記サイ
肉（５）とを互いにつなげて維持する間に前記膝肉（２２）を前記膝頭（２３）から切り
離し、なおも相互につなげられている前記膝肉（２２）および前記サイ肉（５）を前記ド
ラムスティック（２）から続いて切り離すステップと、
　を含む方法。
【請求項２】
　提供される前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）がサイ皮とドラムスティッ
ク皮とをさらに備え、前記方法が、前記ドラムスティック皮を前記ドラムスティック（２
）において維持する間、サイ皮除去装置（９５）においてサイ皮を前記サイ（３）から除
去するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記膝における前記横方向切込（１８）が入れられた後、前記ドラムスティック（２）
と前記サイ（３）とがなおも互いにつなげられている間に、前記サイ皮が除去される、請
求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記膝における前記横方向切込（１８）が入れられるとき、前記大腿骨（６）が除去さ
れるとき、および、相互につなげられた前記膝肉（２２）と前記サイ肉（５）とが、前記
羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）の前記ドラムスティック（２）から切り離さ
れるとき、同じ家禽製品搬送器具（２５）が前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（
１）を保持する、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）が、前記膝における前記横方向切込（
１８）を入れる前に位置決めされ、前記位置決めのために、サイ停止部（２１５）と膝位
置決め本体（２２３）を有する膝位置決め器具（２２０）とを有するレッグ位置決め装置
（２１０）が用いられ、前記位置決めが、前記レッグ位置決め装置（２１０）の前記膝位
置決め器具（２２０）および前記サイ停止部（２１５）を互いに対して非作動位置から作
動位置まで移動することで、前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）を屈曲位置
へと持って行くことを含み、前記非作動位置から前記作動位置までの運動の間に、前記膝
位置決め本体（２２３）と前記サイ停止部（２１５）とが両方で前記羽毛取除されたホー
ルレッグ家禽製品（１）と係合し、前記作動位置において、前記膝位置決め本体（２２３
）と前記サイ停止部（２１５）との相対位置は、前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製
品（１）が前記膝関節（４）において屈曲され且つ前記膝関節（４）が前記サイ停止部（
２１５）の前にあるようになる、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項６】
　前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）が、前記膝関節（４）において前記横
方向切込（１８）を入れることの前に位置決めされ、前記位置決めが、前記羽毛取除され
たホールレッグ家禽製品（１）を前記膝頭（２３）の傍において膝頭持ち上げ器具（２３
０）と係合することと、次に、前記膝頭持ち上げ器具（２３０）を、前記膝頭持ち上げ器
具（２３０）が最初に前記膝頭（２３）と係合する下方位置から上方位置へと移動するこ
ととを含み、前記膝頭持ち上げ器具（２３０）の前記上方位置において、前記羽毛取除さ
れたホールレッグ家禽製品（１）が、前記膝頭持ち上げ器具（２３０）が前記膝頭（２３
）において前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）を支持する状態で前記膝カッ
ター装置（１３０）が前記横方向切込（１８）を入れるために、前記膝カッター装置（１
３０）に対して位置決めされる、請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記膝関節（４）において横方向切込（１８）を入れた後で、前記膝関節（４）におけ
る前記横方向切込（１８）の前記サイ側切込面（２１）を介して前記サイ肉（５）から前
記大腿骨（６）を除去する前に、前記方法が、
　－　前記サイ（３）と前記ドラムスティック（２）とを互いにつなげて維持する間、前
記サイ（３）と前記ドラムスティック（２）との間の角度を、前記羽毛取除されたホール
レッグ家禽製品（１）を前記膝関節（４）において屈曲することで変更し、それによって
前記膝関節（４）における前記横方向切込（１８）を開放し、前記サイ側切込面（２１）
を露出するステップであって、前記屈曲の間に、前記サイ肉（５）が前記大腿骨（６）に
留まり、前記ドラムスティック肉（１１）が前記脛骨（１２）に留まる、ステップをさら
に含む、請求項１から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記大腿骨（６）が膝側の顆（９）をさらに備え、前記膝関節（４）における前記横方
向切込（１８）の前記サイ側切込面（２１）を介して前記サイ肉（５）から前記大腿骨（
６）を除去する前記ステップが、
　－　中央開口（３６）を備える弾性剥離器具部材（３５）を、前記膝関節（４）におけ
る前記横方向切込（１８）の前記サイ側切込面（２１）に隣接して配置するステップと、
　－　前記膝側の顆（９）に、押圧力を前記大腿骨（６）にかけることで、前記中央開口
（３６）を通過させ、それによって、サイ肉（５）を前記大腿骨（６）の前記膝側の顆（
９）から切り離すステップと、
　－　前記膝側の顆（９）の真後ろの前記大腿骨（６）を引っ張り器具（４２）と係合す
るステップと、
　－　前記引っ張り器具（４２）によって引っ張り力を前記大腿骨（６）にかける間に、
剥離器具（４０）を用いて、前記膝側の顆（９）と前記臀部側の端（８）との間での前記
大腿骨（６）の領域から前記サイ肉（５）を剥離するステップであって、前記膝側の端（
７）から前記大腿骨（６）の前記臀部側の端（８）に向かう剥離方向で、前記大腿骨（６
）から前記サイ肉（５）が剥離される、ステップと、
　－　前記大腿骨（６）の前記臀部側の端（８）と前記サイ肉（５）との間のあらゆる残
っている組織の連結部（２４）を切断するステップと、
　を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記膝側の顆（９）と前記臀部側の端（８）との間での前記大腿骨（６）の前記領域か
ら前記サイ肉（５）を剥離する前記剥離器具（４０）が、前記膝側の顆（９）によって作
動される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記膝肉（２２）と前記サイ肉（５）とを互いにつなげて維持する間に前記膝肉（２２
）を前記膝頭（２３）から切り離し、なおも相互につなげられている前記膝肉（２２）お
よび前記サイ肉（５）を前記ドラムスティック（２）から続いて切り離す前記ステップが
、
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　－　膝頭剥離器具（１４１）とカウンター要素（１４２）とを備える膝肉剥離装置（１
４０）を提供するステップであって、前記膝肉剥離装置（１４０）が開状態と閉状態とを
有し、前記開状態において、前記膝頭剥離器具（１４１）と前記カウンター要素（１４２
）とは、前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）の前記膝関節（４）を前記膝頭
剥離器具（１４１）と前記カウンター要素（１４２）との間に導入させることができるよ
うに、互いから離間される、ステップと、
　－　前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）が前記家禽製品搬送器具（２５）
から吊り下げられ、前記膝肉剥離装置（１４０）が前記開状態にある間、前記ドラムステ
ィック側切込面（２０）が前記カウンター要素（１４２）を向く状態で、前記羽毛取除さ
れたホールレッグ家禽製品（１）を前記カウンター要素（１４２）に隣接して配置するス
テップと、
　－　閉状態に、前記膝肉剥離装置（１４０）を持って行くステップであって、前記閉状
態では、前記膝頭剥離器具（１４１）が、前記膝頭（２３）の前記ドラムスティック側に
おいて前記膝頭に隣接する前記前側（１６）において、前記羽毛取除されたホールレッグ
家禽製品（１）と係合し、前記カウンター要素（１４２）が、前記膝頭（２３）の前記後
側において、または、前記膝頭（２３）の前記後側に隣接して、前記羽毛取除されたホー
ルレッグ家禽製品（１）と係合する、ステップと、
　－　前記ドラムスティック（２）と前記膝頭剥離器具（１４１）とが互いから離れるよ
うに移動され、それによって、前記カウンター要素（１４２）が、前記膝頭（２３）の前
記後側において、または、前記膝頭（２３）の前記後側に隣接して、前記羽毛取除された
ホールレッグ家禽製品（１）と係合する間に、前記膝頭（２３）を前記膝頭剥離器具（１
４１）を越えて移動し、それによって、前記膝肉（２２）を前記サイ（３）につながれた
ままにする間に、前記膝肉（２２）を前記膝頭（２３）から剥離する剥離ステップを実施
するステップであって、そのため、前記剥離ステップの後、前記膝肉（２２）および前記
サイ肉（５）が前記膝頭剥離器具（１４１）の第１の側に存在し、前記膝頭（２３）が前
記膝頭剥離器具（１４１）の第２の側に存在する、ステップと、
　を含む、請求項１から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記方法が、
　前記膝頭（２３）と前記ドラムスティック（２）との間に置かれる第１の切断場所（１
４５）における切断によって、剥離された前記膝頭（２３）を前記ドラムスティック（２
）から切り離すステップをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記方法が、
　前記膝頭剥離器具（１４１）に隣接して、前記膝頭（２３）と前記サイ（３）との間に
置かれる第２の切断場所（１４６）における切断によって、前記膝頭（２３）を前記サイ
（３）および前記膝肉（２２）から切り離すステップであって、前記切り離すステップの
間、前記膝肉（２２）および前記サイ（３）が相互につなげられたままである、ステップ
をさらに含む、請求項１０又は１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ドラムスティック（２）および前記膝肉剥離装置（１４０）が互いから離れるよう
に移動されているとき、前記ドラムスティック（２）がドラムスティック支持要素（７０
）によって支持され、前記ドラムスティック支持要素（７０）が、前記ドラムスティック
側切込面（２０）において前記ドラムスティック（２）と係合する、請求項１０から１２
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）を処理するためのシステムであって、
　前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）が、
　－　大腿骨（６）およびサイ肉（５）を少なくとも備えるサイ（３）であって、前記大
腿骨（６）が膝側の端（７）および臀部側の端（８）を有する、サイ（３）と、



(5) JP 2017-524351 A5 2018.7.19

　－　脛骨（１２）およびドラムスティック肉（１１）を少なくとも備えるドラムスティ
ック（２）であって、前記脛骨（１２）が膝側の端（１３）および足根関節側の端（１４
）を有する、ドラムスティック（２）と、
　－　膝頭（２３）、前記膝頭（２３）における膝肉（２２）、および、前記サイ（３）
と前記ドラムスティック（２）との間の連結部（１５）を少なくとも備える膝関節（４）
と、
　を備え、
　前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）が、前記膝頭（２３）が位置付けられ
る側である前側（１６）と、前記前側（１６）の反対の側である後側（１７）とを有し、
　前記システムが、
　－　家禽製品コンベヤ（２５＊）であって、
　　－　走路（２６）、および、
　　－　前記走路（２６）の方向で互いから離間されると共に前記走路（２６）に沿って
移動可能である複数の家禽製品搬送器具（２５）であって、前記羽毛取除されたホールレ
ッグ家禽製品（１）が前記家禽製品搬送器具（２５）から垂れ下がって搬送されるように
、少なくとも１つの羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）を、前記足根関節側の端
（１４）において、または、前記足根関節側の端（１４）に隣接して保持するように各々
適合される、複数の家禽製品搬送器具（２５）
　を備える家禽製品コンベヤ（２５＊）と、
　－　前記家禽製品コンベヤ（２５＊）の前記走路（２６）に沿って配置される膝カッタ
ー装置（１３０）であって、
　前記膝カッター装置（１３０）は、前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品が前記家
禽製品搬送器具（２５）から吊り下げられている間、前記膝関節（４）において横方向切
込（１８）を入れるように適合および配置され、前記横方向切込（１８）が、前記羽毛取
除されたホールレッグ家禽製品（１）の前記後側（１７）から前記膝頭（２３）に向かっ
て入れられ、前記横方向切込（１８）が、前記大腿骨（６）および前記脛骨（１２）に対
して横断する方向に概して延び、前記横方向切込（１８）は、前記サイ（３）および前記
ドラムスティック（２）が互いにつながれたままであり且つ前記膝頭（２３）が完全なま
まであるように、前記膝頭（２３）の前記後側に隣接して位置付けられる切込端（１９）
を有し、前記横方向切込（１８）によって、ドラムスティック側切込面（２０）とサイ側
切込面（２１）とが作り出される、膝カッター装置（１３０）と、
　－　前記膝カッター装置（１３０）の下流で、前記家禽製品コンベヤ（２５＊）の前記
走路（２６）に沿って配置される大腿骨除去装置（１３０）であって、前記サイ（３）と
前記ドラムスティック（２）とを互いにつなげて維持する間、前記膝関節（４）における
前記横方向切込（１８）の前記サイ側切込面（２１）を介して前記サイ肉（５）から前記
大腿骨（６）を除去するように適合される、大腿骨除去装置（１３０）と、
　－　前記大腿骨除去装置（１３０）の下流で、前記家禽製品コンベヤ（２５＊）の前記
走路（２６）に沿って配置されるサイ肉および膝肉刈取装置（９０）であって、前記膝肉
（２２）と前記サイ肉（５）とを互いにつなげて維持する間に前記膝肉（２２）を前記膝
頭（２３）から切り離すように、および、なおも相互につなげられている前記膝肉（２２
）と前記サイ肉（５）とを前記ドラムスティック（２）から続いて切り離すように適合さ
れる、サイ肉および膝肉刈取装置（９０）と、
　を備える、システム。
【請求項１５】
　提供される前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）がサイ皮とドラムスティッ
ク皮とをさらに備え、
　前記システムが、前記膝カッター装置（１３０）の下流で前記家禽製品コンベヤ（２５
＊）の前記走路（２６）に沿って配置されるサイ皮除去装置（９５）をさらに備え、前記
サイ皮除去装置（９５）が、前記ドラムスティック皮を前記ドラムスティック（２）に付
着させて維持する間に、前記サイ皮を前記サイから除去するように適合される、請求項１
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４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記システムが、単一の羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）を位置決めするよ
うに適合されるレッグ位置決め装置（２１０）をさらに備え、前記レッグ位置決め装置（
２１０）が、前記家禽製品コンベヤ（２５＊）の前記走路（２６）に沿って配置され、
　前記レッグ位置決め装置（２１０）が、
　－　前記サイ（３）と係合するように適合および配置されるサイ停止部（２１５）と、
　－　膝位置決め本体（２２３）を有し、それ自体と前記レッグ位置決め装置（２１０）
の前記サイ停止部（２１５）とを互いに対して非作動位置から作動位置まで移動すること
で前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）を屈曲位置へと持って行く膝位置決め
器具（２２０）であって、前記非作動位置から前記作動位置までのこの運動の間に、前記
膝位置決め本体（２２３）と前記サイ停止部（２１５）とが両方で前記羽毛取除されたホ
ールレッグ家禽製品（１）と係合し、前記作動位置において、前記膝位置決め本体（２２
３）と前記サイ停止部（２１５）との相対位置は、前記羽毛取除されたホールレッグ家禽
製品（１）が前記膝関節（４）において屈曲され、前記膝関節（４）が前記サイ停止部（
２１５）の前にあるようになっており、前記膝位置決め本体（２２３）の前記非作動位置
において、前記サイ停止部（２１５）と前記膝位置決め本体（２２３）との間の距離と、
前記サイ停止部（２１５）と前記膝位置決め本体（２２３）との相対位置とは、前記羽毛
取除されたホールレッグ家禽製品（１）が前記家禽製品搬送器具（２５）から吊り下げら
れている間に、前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）が前記サイ停止部（２１
５）と前記膝位置決め本体（２２３）との間に配置できるようになる、膝位置決め器具（
２２０）と、
　を備える、請求項１４または１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記システムが、前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）と前記膝頭（２３）
の傍において係合するように適合および配置される膝頭持ち上げ器具（２３０）をさらに
備え、前記膝頭持ち上げ器具（２３０）が下方位置と上方位置との間で移動可能であり、
前記下方位置において、前記膝頭持ち上げ器具（２３０）が前記膝頭（２３）と係合し、
前記膝頭持ち上げ器具（２３０）の前記上方位置において、前記羽毛取除されたホールレ
ッグ家禽製品（１）は、前記膝頭持ち上げ器具（２３０）が前記膝頭（２３）において前
記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）を支持する状態で前記膝カッター装置（１
３０）が前記横方向切込（１８）を入れるために、前記膝カッター装置（１３０）に対し
て位置決めされる、請求項１４から１６のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記大腿骨（６）が膝側の顆（９）をさらに備え、前記大腿骨除去装置（１３０）が、
　－　前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）と係合し、前記羽毛取除されたホ
ールレッグ家禽製品（１）を前記膝関節（４）において屈曲位置へと屈曲するように適合
される屈曲装置（３１）であって、前記屈曲の間、前記サイ肉（５）が前記大腿骨（６）
に留まり、前記ドラムスティック肉（１１）が前記脛骨（１２）に留まり、前記屈曲によ
って、前記サイ（３）と前記ドラムスティック（２）とを互いにつなげて維持する間、前
記サイ（３）と前記ドラムスティック（２）との間の角度を変更し、前記膝関節（４）に
おける前記横方向切込（１８）を開放し、前記サイ側切込面（２１）を露出し、前記屈曲
装置（３１）が、前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）を前記屈曲位置で維持
するようにさらに適合される、屈曲装置（３１）と、
　－　中央開口（３６）を有し前記膝関節（４）における前記横方向切込（１８）の前記
サイ側切込面（２１）に隣接して配置可能である弾性剥離器具部材（３５）であって、前
記中央開口（３６）が、最小直径と最大直径との間で可変である直径を有し、前記最小直
径が、前記大腿骨（６）の膝側の顆（９）の最大直径より小さく、前記中央開口（３６）
がその最小直径に向かって付勢される、弾性剥離器具部材（３５）と、
　－　前記膝関節（４）における前記横方向切込（１８）が開放されて維持され且つ前記
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サイ（３）および前記ドラムスティック（２）が互いにつなげられて維持されている間、
前記大腿骨（６）に前記中央開口（３６）を通過させ、それによって前記大腿骨（６）か
ら前記サイ肉（５）を切り離すように適合される大腿骨変位組立体（３７）と、
　を備える、請求項１４から１７のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記中央開口（３６）の前記最小直径は、前記大腿骨（６）が臀部側の顆（１０）を備
える場合には前記膝側の顆（９）と前記臀部側の顆（１０）との間の前記領域、または、
前記大腿骨（６）が臀部側の顆（１０）を備えない場合には前記膝側の顆（９）と前記臀
部側の端（８）との間の前記領域において、前記大腿骨（６）の太さより大きい、請求項
１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記大腿骨除去組立体が、
　－　前記膝側の顆（９）と前記臀部側の端（８）との間の領域において、前記膝側の端
（７）から前記臀部側の端（８）に向かう方向で、前記大腿骨（６）から前記サイ肉（５
）を剥離するように適合される剥離器具（４０）と、
　－　前記大腿骨（６）を前記剥離器具（４０）に対して移動するために、引っ張り力を
前記大腿骨（６）にかけるように適合される引っ張り器具（４２）と、
　を備える、請求項１８または１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記大腿骨除去組立体が、前記大腿骨（６）の前記膝側の顆（９）によって運転される
ように適合される剥離器具作動装置（４５）を備える、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記膝肉およびサイ肉刈取除去モジュールが、
　－　膝肉剥離装置（１４０）であって、
　　－　膝頭剥離器具（１４１）、および、
　　－　前記家禽製品コンベヤ（２５＊）の前記走路（２６）からある距離に配置される
カウンター要素（１４２）であって、前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１）が
前記家禽製品搬送器具（２５）から吊り下げられている間、前記ドラムスティック側切込
面（２０）が前記カウンター要素（１４２）を向く状態で、前記羽毛取除されたホールレ
ッグ家禽製品（１）を前記カウンター要素（１４２）に隣接して配置することができる、
カウンター要素（１４２）
　を備え、
　前記膝肉剥離装置（１４０）が開状態と閉状態とを有し、前記開状態において、前記膝
頭剥離器具（１４１）と前記カウンター要素（１４２）とが互いから離間され、前記羽毛
取除されたホールレッグ家禽製品（１）の前記膝関節を、前記膝頭剥離器具（１４１）と
前記カウンター要素（１４２）との間に導入させることができ、前記閉状態において、前
記膝頭剥離器具（１４１）が、前記膝頭（２３）の前記ドラムスティック側で、前記膝頭
（２３）において、または、前記膝頭（２３）に隣接して、前記羽毛取除されたホールレ
ッグ家禽製品（１）の前と係合し、前記カウンター要素（１４２）が、前記膝頭（２３）
からの前記膝肉（２２）の剥離を可能とするために、前記膝頭（２３）の後において、ま
たは、前記膝頭（２３）の後に隣接して、前記羽毛取除されたホールレッグ家禽製品（１
）と係合する、膝肉剥離装置（１４０）と、
　－　前記ドラムスティック（２）と前記膝頭剥離器具（１４１）との互いから離れる相
対移動を引き起こし、それによって、前記カウンター要素（１４２）が、前記膝頭（２３
）の前記後側において、または、前記膝頭（２３）の前記後側に隣接して、前記羽毛取除
されたホールレッグ家禽製品（１）と係合する間に、前記膝頭（２３）を前記膝頭剥離器
具（１４１）を越えて移動し、それによって、前記膝肉（２２）を前記サイ（３）につな
がれたままにする間に、前記膝頭（２３）からの前記膝肉（２２）の剥離を引き起こすよ
うに適合される剥離運動装置（１３９）であって、前記剥離の後、前記膝肉（２２）およ
び前記サイ肉（５）が前記膝頭剥離器具（１４１）の第１の側に存在し、前記膝頭（２３
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）が前記膝頭剥離器具（１４１）の第２の側に存在する、剥離運動装置（１３９）と、
　を備える、請求項１４から２０のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記膝肉（２２）が前記膝頭（２３）から剥離された後、前記膝頭（２３）を前記ドラ
ムスティック（２）から切り離すように適合および配置されるドラムスティック－膝頭分
離器具（６０）であって、前記膝頭（２３）と前記ドラムスティック（２）との間に置か
れる第１の切断場所（１４５）において切断を行うように適合および配置される、ドラム
スティック－膝頭分離器具（６０）を備える、請求項２２に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記膝肉（２２）が前記膝頭（２３）から剥離された後、前記膝頭（２３）を前記サイ
（３）および前記膝肉（２２）から切り離すように適合および配置される膝頭－サイ分離
器具（６５）であって、前記膝頭（２３）と前記サイ（３）との間で前記膝頭剥離器具（
１４１）に隣接して置かれる第２の切断場所（１４６）において切断を行うように適合お
よび配置され、その切り離しの間、前記膝肉（２２）および前記サイ（３）が相互につな
げられたままである、膝頭－サイ分離器具（６５）を備える、請求項２２または２３に記
載のシステム。
【請求項２５】
　前記サイ肉および膝肉刈取装置（９０）が、前記ドラムスティック（２）および前記膝
肉剥離装置（１４０）が互いから離れるように移動されているとき、前記ドラムスティッ
ク（２）を支持するように適合されるドラムスティック支持要素（７０）をさらに備え、
前記ドラムスティック支持要素（７０）が、前記ドラムスティック側切込面（２０）にお
いて前記ドラムスティック（２）と係合するように配置および適合される、請求項２２か
ら２４のいずれか一項に記載のシステム。
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